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 成年後見において、後見人による不正（被後見人の預金使い込み）等が社会問題化しています。 

 現在、一定額の財産を有する被後見人の財産保全について、家庭裁判所は後見制度支援信託の利用 

を薦めていますが、後見制度支援信託を利用する場合には以下の点に留意する必要があります。 

 ・取扱い金融機関が限定的で、支店が居住地域の近くにない場合がある。 

 ・最低信託金額が 1,000万円以上のところが多く、数百万円の預金の保全が図れない。 

 ・信託開始時に専門職後見人が選任されることや信託報酬などの手数料が発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 後見人が管理している他の口座への定期的な自動送金も可能です。 

ただし、家庭裁判所の指示書が必要です。 

※ 被後見人名義の他の預金と合算して 1,000万円までの元金とその利息が預金保険の対象となります。 

なお、無利息型は全額保護されます。 

*被後見人の預金のうち、日常的な支払いをするのに必要な金銭は後見人自身が管理し、残額は「後

見制度支援預金」として、家庭裁判所の指示書に基づき別口座で管理します。 

*後見制度支援預金口座の入出金には、家庭裁判所の指示書が必要となり、後見人による被後見人

の財産管理の透明化が図れます。 

① 全ての取引（入出金・解約等）に家庭裁判所の指示

書が必要となります。 

② 普通預金であり、いくらからでも預入することがで

きます。また、無利息型もお選びいただけます。 

③ 普通預金であり、口座管理手数料はかかりません。 

④ 金利は、普通預金の店頭表示金利を適用いたしま

す。なお、無利息型にお利息は付きません。 

⑤ キャッシュカードは発行いたしません。 

⑥ 後見人が口座を開設できます。 

（裁判所の判断により専門職後見人が選任される

場合があります。） 

⑦ 現在は、「後見」の類型のみの取扱いとなります。 

・手間やコストをかけず、当金庫でのお

取引をそのまま継続することができ

ます。 

 

・家庭裁判所が関与することで、「公平

性」・「透明性」の高い財産管理が可能

となり、後見人の財産管理の負担軽減

が図れます。 

 

 

 

 



                                                                              （裏面：手続きの流れ） 

《後見制度支援預金 手続きの流れ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ① 申請                      ③ 新規・ 

          ④ 報告                      出金・入金 

 

* 後見制度支援預金新規口座開設時に必要なもの 

□指示書, □後見人の身分証明書, □登録印鑑, □登記事項証明書（原本）, 

□口座開設申込書（本支店にて記入）, □預入金（振込される場合は 0円で作成できます） 

     ＜詳しくは、東京ベイ信用金庫本支店窓口にお問い合わせください＞ 

（平成 30年 11月現在） 

後見開始又は未成年後見人選任の申立てをする 

後見制度支援預金に適していると判断された場合 

・預入する金額が決まる 

・定期送金の金額などを設定する 

・家庭裁判所に後見制度支援預金を利用する旨の報告書を提出する 

＜後見制度支援預金の作成＞ 

家庭裁判所が報告書の内容を確認し、後見制度支援預金の利用に適していると判断した場合は、 

後見人に指示書が発行されるので、指示書を持参して東京ベイ信用金庫の本支店窓口へ行く…② 

東京ベイ信用金庫の本支店で新規口座を作成する…③ 

（出金・入金についても指示書に基づく流れと同じ） 

家庭裁判所 東京ベイ信用金庫 
② 指示書 

後見人 

後見人等が後見制度支援預金利用の申し出をする…① 

家庭裁判所が後見制度支援預金の利用について適否を検討する 

後見人が家庭裁判所に作成したことを報告する（口座の写し等を添えて報告）…④ 


